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「 わたしたちは、愛し合うために生まれてきた 」 

朝、鳥の可愛いさえずりが聞こえ、花壇の端に咲いているアジサイが新しい葉が芽吹いたり、

プランターに植えた球根の芽が出てきたりと、春が近づいてきたことを知らせてくれています。 

「わたしたちは、愛し合うために生まれてきた」とマザー・テレサは言います。その一番の

証拠は、わたしたちは愛し合わない限り幸せになれないということです。 

 誰かを傲慢に見下すことや、ぶっきらぼうで不親切な態度をとるのはとても簡単ですが、そ

れで幸せになれるでしょうか。相手が去ってゆき、一人ぼっちになったとき、わたしたちの心

には必ず後悔がやってきます。「もっと優しくしてあげればよかった。もっと親切にしてあげ

ればよかった」と思わずにはいられないのです。 

 わたしたちが心の底から幸せになれるのは、誰かに優しく、親切にしてあげたとき、そうす

ることで、相手からも優しく、親切にしてもらえたときです。この事実こそ、「わたしたちは、

愛し合うために生まれてきた」ということの何よりの証拠だとわたしは思います。 

 「神さまが人間を創ったのなら、なぜ人間はこんなに不完全なのだろう」と思うことはあり

ませんか。神さまが人間を不完全なものにしたのは、もし人間が、自分一人で幸せになれるほ

ど完全な存在だったとすれば、愛し合う喜びを知ることができないからです。わたしたちは不

完全だからこそ、助け合い、ゆるし合い、愛し合うことができるのです。人間は初めから、互

いに愛し合うことによって幸せになり、完全なものになるよう創られているのです。 

 自分が幸せになることしか考えていない人が、絶対に幸せになれないのはそのためです。愛

し合うために生まれてきたわたしたちは、誰かを幸せにすることによって幸せになれるのです。

誰かのために自分を差し出し、にっこりほほ笑んでもらえたときにこそ、わたしたちは本当の

幸せを手にすることができるのです。本当の幸せを見失って迷子にならないように、「愛し合

うために生まれてきた」という言葉の意味を、心にしっかりと刻みつけたいと思います。 

保育の仕事に携わっているわたしたちが、日々行っていることだと思いました。子どもたちの

幸せを保護者の方と一緒に願っています。その子どもたちがにっこりほほ笑んでくれた時、心

が温かく幸せになりませんか。 

春は、別れと出会いの季節と言います。今の組で同じ子どもたち、同じ担任で過ごすのも

あと僅かです。園で一番大きなにじ組（５歳児）の友だちが、３月でねがいから巣立ってい

きます。残り１ヶ月の園生活をたくさん笑いあって、わくわくする毎日を過ごしましょう。

そうすることで、心が十分満たされ満足することの先に、新しい生活への期待や意欲が湧い

てくるのだと思います。卒園児をみんなで温かく見届けていきましょう。 

そして 4 月、また新しい環境、新しい担任、友だちと関わることで、子どもも大人も 1 年

毎に成長していくのだと思います。 

様々な経験を重ねた子どもたち、その姿は頼もしく、そして愛おしいです。残り少ない  

今年度、その一日一日を、かけがえのないものとして大切に過ごしていきましょう。 

                  （園長 高橋 里香） 

 

 



 

  

 

●●  ３３月月のの行行事事予予定定  ●●  

  

０歳）・自分の思いを保育者に受けとめてもらい、

安心して自分を表現する。 

・保育者や友だちへの興味が生まれ、自ら向

かったり、玩具を手渡したりして、関わろ

うとする。 

１歳）・保育者や友だちと一緒に遊び、喜びや楽し

さを感じて過ごす。 

・何かになりきったり、見立てたりする面白

さを感じて、遊ぼうとする。 

２歳）・土や泥の様々な形、感触に触れ、興味を持

って遊ぶ。 

   ・自分でしてみようとする意欲が芽生え、 

保育者に見守られる中で食事をする。 

 

３歳）・友だちと一緒に遊ぶ楽しさを感じながら、 

    鬼ごっこや追いかけっこなどを通して、

存分に身体を動かして遊ぶ。 

・自分と友だちの色々な思いに気づきなが

ら、友だちとの関わりを楽しむ。 

４歳）・進級する喜びを感じながら、友だちと  

一緒に遊び、楽しく過ごす。 

・自分が感じたことを言葉などで友だちに

伝える。 

５歳）・就学することへの期待や自信を持って、

生活する。 

・身近な人への感謝の気持ちを言葉や歌で

贈ろうとする。 

  

３日(木)  身体測定（全クラス） 

   ９日(水)  3 歳遠足（ほし組） 

  １０日(木)  内科健診（０歳児） 

  １１日(金)  消火避難訓練 

  １２日(土)  卒園式（4・5 歳児） 

  １５日(火)  園庭開放・コーヒーやさん 

  ２３日(水)  礼拝 

  ２４日(木)  誕生会（幼児） 

２８日(月)  お別れ会（幼児） 

    

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月 22 日(火)幼児クラスに話をし
ました。どうしてピンクシャツデーが
始まったかを話すと知っているとい
う子が何人もいたり、覚えていてピン
クの洋服で来てくれた子どももいま
した。絵本「いじわるちゃん」（たん
じあきこ作 岩崎書店）を読みました。
お友だちにいじわるしていた子が、 
自分が同じ目に合って嫌な気持ちを
知るといった話です。自分がよくても
相手が嫌な気持ちになることもある
から、友だちが「いや」とか「やめて」
と言って、悲しい顔をしていたら止め
ようと伝えました。 

これからも、 
子どもたちに伝 
えていきたいと 
思います。・ 

●●  ピピンンククシシャャツツデデーー  ●●  

●●  ３３月月ののククララスス目目標標  ●●  

 お知らせ  

◎ 3 月 11 日(金)消火避難訓練は、 

世田谷区いっせい防災訓練に参加します。開始時間が 9 時 30 分となり、 

ＵＲ広場まで避難します。この時間の登園に関してはお待ちいただくかと思いますが、 

ご協力の程よろしくお願いいたします。    

 
◎ 新年度準備について 3 月 25 日(金)にお子さんの名前を書いた紙袋を準備してい 

ただき、ロッカーの荷物を全て紙袋に入れます。 

３月２6 日(土)に進級クラスへの引越し準備を行います。 

３月 28 日(月)から進級クラスでの保育となりますので、 

新しいロッカーに紙袋の荷物を収納いたします。 

◎ ４月からの行事については、後日お手紙にてお知らせいたします。 

◎ 2022 年度重要事項説明書、災害・緊急連絡票等を 3 月 14 日の週に配布いたします。 

重要事項説明書の内容が一部改訂になっていますので、必ずご確認ください。 

また、必要書類は記入をして提出いただくようお願いいたします。 

 

 


